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手話
選　択	 開講年次：1年次後期	 科目区分：演　習	 単　　位：1単位	 講義時間：30時間

■科目のねらい：このクラスでは、実技指導などを通し、日本人ろう者のコミュニケーション手段の1つである「日本手話」の基
礎を学びます。また、ろう者およびろうをめぐる問題についても考えてみたいと思います。

■到達目標：ろう者に対する理解を深めると共に手話による簡単な会話を習得する。
� � 日常会話を行う。必要な手話技術を習得する。

■担当教員：
髙橋�淨

■授業計画・内容：

第 1 回　オリエンテーション
第 2 回　実技指導（1）：名前をたずねる
第 3 回　実技指導（2）：年齢をたずねる
第 4 回　実技指導（3）：家族の紹介
第 5 回　実技指導（4）：出身地
第 6 回　実技指導（5）：仕事
第 7 回　これまでの復習
第 8 回　実技指導（6）：一日の生活
第 9 回　ビデオ「音のない世界で（Sound�and�Fury）」鑑賞
第10回　実技指導（7）：通勤・通学
第11回　実技指導（8）：趣味・スポーツ
第12回　実技指導（9）：旅行
第13回　実技指導（10）：嗜好品
第14回　これまでの復習
第15回　総まとめ

■教科書：『はじめての手話：初歩からやさしく学べる手話の本』木村晴美・市田泰弘　生活書院

■参考文献：日本手話と日本語対応（手指日本語）（生活書院）／ろう者が見る夢（生活書院）／日本手話とろう文化（生活書院）
／日本手話のしくみ（大修館書店）

■成績評価基準と方法：出席状况（70％）、定期試験・レポート（30％）を総合的に評価する。

■その他（学生へのメッセージ・履修上の留意点）：1クラス30名程度を上限とした履修制限がある。
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